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＜パートナーシップ＞

☑
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☐

☑

☐

☐

☑
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三側面
（分野に☑）

日本語教師の資格を持つ専属の講師と契約を結び、日本
語能力試験取得の為の講習を弊社教室にて無料で実施/
外国人労働者及び受入企業に対してアンケートを実施し、
改善点の洗い出しに活用したことで、目標を達成した。

日本語講習会を実施

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

健康経営優良法人認定（2022年認定）
済み
社員健康満足度50％

質の高い教育を通じ世界の経済発展に貢献する
サポートチャンネルの開設、各種講習会
実施（オンライン）

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

外国人労働者のエコ意識調査80％

月に１度、外国人向けのオリエンテーション（８時間）を実施
し、ゴミの分別や水光熱の使い方について意識改善をする
ための教育を実施することで目標を達成

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

健康経営優良法人認定（2022年認定）
社員の健康満足度100％

前期の指標に対する実績

社員の心身が健康で愛があふれる職場づくり

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

健康に関する情報提供を定期的に実施/週に１度１時間の
スポーツトレーナーによるトレーニングを実施/昼休み時間
等にヨガを行うスペースを屋上に設置するも全員の社員
の健康満足度に繋がらなかった。

外国人労働者、受入企業、送出機関等との定期的な対話を実施し、質の高い教育を通じて地域そして世界の経済
発展に資する事業活動を行います。また、当社が所在する地域との連携を一層強化し、国と国とをつなぐ架け橋
となる企業をめざし、社員一丸となりSDGsの取組を強化します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

アンケート実施により
外国人労働者のエコ意識調査80％達成

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

外国人労働者向けの環境教育を通じた意識醸成

社会

経済

環境

地球のための環境保全の取り組み
・ペーパー使用量
2026年　20％削減（2023年比）

社会

経済

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当
する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
受入先企業に対しては待遇や賃金の見直し、外国人労働
者に対しては教育の徹底を行い、双方の満足度向上への
取組み

・受入企業・外国人労働者の満足度
2023年　80％　→　2026年　90％

社会

経済

環境

社員の心身が健康で愛があふれる職場づくり
・社員の健康満足度
2023年　100％　→　2026年まで
100％継続

事業者名 ナウス　株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

ナウス株式会社は国連が定めた持続可能な開発目標であるSDGsの趣旨に賛同し、事業活動を通じて、
Smile　Future：国の架け橋となり、すべての人が幸福でSmileになれる未来づくりに貢献します。
Shiny Company：社員がShineできる働きやすい会社づくりを目指します。
Support the Earth：地球をSupportするため、環境保全の取り組みを推進します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


